
　このたびは、本製品をお買い上げいただきまして、まことに
ありがとうございます。
　本製品は、Bluetoothに対応したPTTボタン付きペンダント
型Bluetoothヘッドセットです。
　ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、大切
に保管してください。

■ 安全上のご注意 （安全にご使用いただくために、必ずお読みください。）

使用者および周囲の人への危害や財産への損害を未然に防ぎ、
製品を安全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい
注意事項を示しています。
次の『R危険』『『R警告』『R注意』の内容をよく理解してから本
文をお読みください。
お読みになったあとは、いつでも読める場所に保管してください。

R 警 告 この記載事項は、これを無視して誤った取り扱いをすると｢使用者および周囲の人が、死亡または重傷を負う可能性が想
定される内容｣を示しています。

◎ 民間航空機内では絶対に使用しないでください。
交通の安全や無線局の運用などに支障をきたす原因になります。
運用が必要な場合は、使用する区域の管理者から許可が得られるまで電源
を入れないでください。

◎ 電子機器の近く（特に医療機器のある病院内）では絶対に使用しないでく
ださい。
電波障害により電子機器が誤動作、故障する原因になりますので、電源を
切ってください。

◎ 充電用USBケーブルやイヤホンを無理に曲げたり、ねじったり、引っ張った
り、加熱や加工をしたりしないでください。
傷ついて破損して、火災、感電、故障の原因になります。

◎  本製品を使用や保管するときは、赤ちゃんや小さなお子さまの手が届か
ない場所を選択してください。
けが、感電の原因になります。
また、誤って飲み込むと、窒息する原因になります。

◎  本製品を電子レンジや高圧釜などに入れたり、電磁調理器の上に置いた
りしないでください。
破裂、発火や火災、発熱や発煙の原因になります。

◎ 充電用USBケーブルやイヤホンを抜き差しするときは、ケーブルを引っ張
らないでください。
火災、感電、故障の原因になりますので、コネクターやプラグを持って抜い
てください。

◎ 充電用USBケーブルやイヤホンが傷ついたり、コネクターやプラグの差し
込みがゆるかったりするときは使用しないでください。
火災、感電、故障の原因になりますので、お買い上げの販売店、または弊社
サポートセンターにお問い合わせください。

◎ 万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常がある場合は、使
用しないでください。
そのまま使用すると、火災、感電、故障の原因になります。
すぐに電源を切り、煙が出なくなるのを確認してからお買い上げの販売店、
または弊社サポートセンターにお問い合わせください。

R 注 意 この記載事項は、これを無視して誤った取り扱いをすると｢人が傷害を負う可能性が想定される内容、および物的損害だ
けの発生が想定される内容｣を示しています。

◎  湿気やホコリの多い場所、風通しの悪い場所では使用しないでください。
	火災、感電、故障の原因になることがあります。

◎  強い磁界や静電気の発生する場所では使用しないでください。
	故障の原因になることがあります。

◎  0℃～45℃以外では充電しないでください。
◎  長期間使用しないときは、下記の温度範囲で湿気の少ない場所に保管して

ください。
約1ヵ月	：−20〜＋60℃
約3ヵ月	：−20〜＋45℃
約1年	 ：−20〜＋25℃
※	リチウムポリマー電池を長期間放置すると、自己放電により復帰できなく
なることがあります。

◎  清掃するときは、洗剤や有機溶剤（シンナー、ベンジンなど）を絶対に使用
しないでください。
	ケースが損傷したり、塗装がはがれたりする原因になることがあります。
	ふだんは、乾いたやわらかい布でふき、汚れのひどいときは、水を含ませた
やわらかい布をかたく絞ってふいてください。
	ただし、コネクター部分は、絶対に水を含ませた布でふかないでください。

R 危 険 この記載事項は、これを無視して誤った取り扱いをすると｢使用者、および周囲の人が、死亡または重傷を負う危険が差し
迫って生じることが想定される内容｣を示しています。

◎ 車両の走行中はハンズフリー通話以外には使用しないでください。
運転中の操作は交通事故やけがの原因になります。

◎ 付属または指定以外の充電用USBケーブルを使用しないでください。
火災、感電、故障の原因になります。

◎ 引火性ガスの発生する場所では絶対に使用しないでください。
引火、火災、爆発の原因になります。

◎ 分解や改造は、絶対にしないでください。
火災、感電、故障の原因になります。

◎ 製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。
けが、故障の原因になることがあります。

◎ 火やストーブのそば、車内や炎天下など、高温になる場所での使用、充電、
放置はしないでください。

◎ぬれた手で絶対に触れないでください。
感電の原因になることがあります。

◎ 製品の中に線材のような金属物や水を入れないでください。
火災、感電、故障の原因になります。

◎ 火の中に投入したり、加熱したりしないでください。
内部のリチウムポリマー電池に引火して、爆発や破裂、火災などの原因にな
ります。

◎ 充電状態のまま長時間放置しないでください。
過度の充電は、本体や充電用USBケーブルの過熱や、破損の原因になりま
す。

免責事項について
地震・雷・風水害などの天災および当社の責任以外の火災、本製品
の違法な使用、お客様または第三者が取扱説明書とは異なる使用
方法で本製品を使用することにより生じた損害につきましては、法
令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切責任を負い
ませんので、あらかじめご了承ください。

Bluetoothの通信においては、周辺機器の影響で通信距離が著しく変化します。
　¡電子レンジなどによる妨害　　¡無線LANによる妨害
 このような場合は、電子レンジなどの使用を中止したり、ほかのワイヤレス通信を停止させたり、周辺機器との距離をはなす
などしてください。通信状況が不安定な場合は、Bluetooth機器と本製品を取り付けた無線機との距離を近づけると、改善
することがあります。

本製品の特長

ご使用の前に

本製品は、Bluetooth無線技術を使ったヘッドセットです。
弊社製のBluetoothユニット搭載無線機や、携帯電話と組み
合わせてハンズフリー通話ができます。

本製品の名称とパスキーについて

¡本製品の名称 ： ICOM-BT002
¡パスキー ： 0000（ゼロ4つ）
※	本製品の名称はBluetooth対応機器から検索する場合に
表示される名称です。

※	付属の充電用USBケーブルは、本製品専用です。本製品
以外の製品に使用しないでください。

ご使用の前に、本製品を必ず充電してください。
また、使用中に、LEDランプが赤色で3秒に1回点滅する場
合も、充電してください。

付属品

□イヤホン（SP-42	ケーブル長:約0.5ｍ）+イヤーパッド

□充電用USBケーブル（OPC-2326：約1m）

□取扱説明書q（本書）、取扱説明書w

各部の名称

イヤホンジャック（φ3.5mm）

充電用USBポート

マイク部

[PTT]ボタン
[VOL](+)ボタン

[VOL](−)ボタン

LEDランプ

[電源]ボタン

クリップ
[早送り]ボタン

[再生]ボタン

[早戻し]ボタン

[リセット]ボタン

Bluetooth®

Bluetooth®対応
携帯電話

VS-3

弊社製の
Bluetooth
ユニット搭載無線機

UT-133

Bluetooth

Bluetooth対応
携帯電話

VS-3

弊社製のBluetoothユニット搭載無線機

Bluetooth
ユニット

充電のしかた

q  本製品の電源が切れているか確認する。
¡ 電源が入っている場合は[電源]ボタンを長く（約3秒）押
します。

w  充電用USBポートのゴムカバーを開け、付属の充電用
USBケーブルを市販のUSBポート付きACアダプターや
パソコンなどのUSBポートに接続する。
¡充電温度範囲：0〜45℃
¡充電中は、LEDランプが赤色に点灯します。
¡充電が完了すると、LEDランプが消灯します。

イヤホンを接続する

R充電時のご注意
充電時間は約3時間です。
充電時間が経過してもLEDランプが消灯しない場合は、充電用
USBケーブルを取りはずし、充電を中止してください。
指定時間以上の充電は、寿命が低下したり、保護装置が動作し
て充電できなくなったり、保護装置が破損したりして、 破裂、発
煙、発火や火災、液もれ、やけどの原因になります。
また、充電中は、本製品を使用できません。

パソコン

市販の
ACアダプター

VS-3

USB
ポートへ

イヤホン(φ3.5mm)

※接続のイメージ

長時間使用していると、耳が痛くなることがあります。
適度にはずすなどしてご使用ください。

取扱説明書q

BluetoothⓇヘッドセット

VS-3



A7132W-1J-2  Printed in Japan  © 2014–2020 Icom Inc.547ｰ0003  大阪市平野区加美南1ｰ1ｰ32

定格

適合規格	 ：	Bluetooth	Ver3.0準拠
送信出力	 ：	Class1
対応プロファイル	：	HFP、HSP、A2DP、AVRCP
最大ペアリング機器台数

：		7台
※	弊社製のBluetoothユニット搭載無
線機と携帯電話などの機器との組み
合わせで、最大7台まで使用できます。
	ただし、弊社製のBluetoothユニット
搭載無線機だけで7台、または携帯電
話などの機器だけで7台では使用でき
ません。

外形寸法	 ：	28.2(W)×65.1(H)×17.8(D)mm
(突起部含まず)

使用温度範囲	 ：	−20〜＋60℃
充電温度範囲	 ：	0〜45℃
重量	 ：	約30g

※このヘッドセットは、SCMS-T方式に対応しています。
※	定格、外観、仕様などは、改良のため予告なく変更すること
があります。

2.4GHz現品表示記号の意味について

電波法についてのご注意

◎本製品を使用できるのは、日本国内に限られています。
	本製品は、日本国内での使用を目的に設計･製造してい
ます。
	したがって、日本国外で使用された場合、本製品およびそ
の他の機器を壊すおそれがあります。
	また、その国の法令に抵触する場合があるので、使用でき
ません。
◎	心臓ペースメーカーを使用している人の近くで、本製品を
使用しないでください。
	心臓ペースメーカーに電磁妨害をおよぼして、生命の危険
があります。
◎医療機器の近くで本製品を使用しないでください。
医療機器に電磁妨害をおよぼして、生命の危険があります。
◎電子レンジの近くで本製品を使用しないでください。
	電子レンジによって本製品の無線通信への電磁妨害が発
生します。
◎	本製品は電波法に基づいて、技術基準適合証明（工事設計
認証）を受けた製品です。
分解や改造をしないでください。

電波干渉についてのご注意

2.4GHz帯のBluetoothで通信をするときは、次のことがら
に注意してください。
この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医
療用機器のほか工場の製造ライン等で使用されている移動
体識別用の構内無線局(免許を必要とする無線局)および特
定小電力無線局(免許を必要としない無線局)並びにアマチ
ュア無線局(免許を必要とする無線局)が運用されています。
◎	この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無
線局および特定小電力無線局並びにアマチュア無線局が
運用されていないことをご確認ください。
◎	万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して
有害な電波干渉の事例が発生した場合には、使用場所を
変更するか、Bluetoothのご使用をお控えください。
◎	その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局
あるいはアマチュア無線局に対して有害な電波干渉の事
例が発生した場合など、何かお困りのことが起きたときは、
下記へお問い合わせください。
お問い合わせ先
アイコム株式会社　サポートセンター
0120-156-313 (フリーダイヤル)
◆ 携帯電話･PHS･公衆電話からのご利用は、

06-6792-4949 (通話料がかかります)
受付 (平日 9:00～17:00)

登録商標/著作権について

アイコム株式会社、アイコム、Icom	Inc.、アイコムロゴは、アイコム株式会社の登録商標です。
Bluetoothのワードマークおよびロゴは、Bluetooth	SIG,	 Inc.が所有する登録商標であり、アイコム株式会社はこれらのマークを
ライセンスに基づいて使用しています。
その他、本書に記載されている会社名、製品名は、各社の商標および登録商標です。
なお、本文中ではTM、®などのマークを省略しています。
本書の内容の一部、または全部を無断で複写/転用することは、禁止されています。

内蔵の電池について

¡本製品に内蔵のリチウムポリマー電池は、消耗品です。
　電池の消耗は、特性であり、故障ではありません。
　長期間保管していた場合は、電池の性能が低下します。
※	このような場合は、何度か充電と放電を繰り返すと回復
することがあります。

¡周囲の温度が低い環境では、持続時間が短くなります。
¡ リチウムポリマー電池はリサイクル可能な資源です。
　	リサイクルにご協力いただける場合は、リサイクル協力店
へご相談ください。

故障かなと思ったら

下記の現象は故障ではありませんので、修理に出す前にもう一度点検してください。
それでも異常があるときは、弊社サポートセンターまで、お問い合わせください。

現 象 原 因 処 置
電源が入らない ◎	電池の消耗

◎	電池残量が不足している
'充電する

ペアリングできない ◎ペアリングモードになっていない
◎	Bluetooth対応機器の設定が間違っている
◎	周辺でBluetooth対応機器が複数稼働している
◎	周辺の無線LAN機器、または電子機器が妨害して
いる

'ペアリングモードにする
' Bluetooth対応機器のペアリング設定を確認する
'ほかのBluetooth対応機器を停止させる
' ほかのBluetooth対応機器のない場所に移動する
' ほかのワイヤレス通信を停止させたり、周辺機器との
距離をはなしたりする

イヤホンから
音が出ない

◎音量が小さくなっている
◎	イヤホンプラグがはずれかけている
◎	Bluetooth対応機器の音量設定が小さい

' [VOL](+)ボタンを押して、音量を設定しなおす
' イヤホンジャックに正しく差し込む
'Bluetooth対応機器の音量設定を上げる

�通話が突然切れる
ノイズが入る

◎	Bluetooth対応機器との距離がはなれている

◎	周辺の無線LAN機器、または電子機器が妨害して
いる

' Bluetooth対応機器との距離を近づける
※	本製品との通信距離は約10mですが、周辺環境な
どによって通信距離が短くなることがあります。

' ほかのワイヤレス通信を停止させたり、周辺機器との
距離をはなす

�電源が入っているが
操作しても動作しない

― ' [リセット]ボタンをペン先などで長く（約3秒）押して、
強制終了させる

無線機が送信しない ◎	無線機が送信周波数範囲外
◎	無線機のビジーロックアウト機能が有効で、受信
状態になっている

◎MIC感度/VOX感度が適切でない

' 周波数を合わせる
'	受信が終わるまで待つか、周波数を変更する

' 無線機のMIC感度/VOX感度を調整するか、本製品
のMIC感度を調整する

�接続できない
再接続できない

◎	周辺でBluetooth対応機器が複数稼働している
◎	周辺の無線LAN機器、または電子機器が妨害して
いる
◎	Bluetooth対応機器のBluetoothがONになって
いない

◎	Bluetooth対応機器との距離がはなれている

' 下記の処置をしたあと、[電源]ボタンを約3秒押して
電源を入れ、自動接続をする
◦ほかのBluetooth対応機器を停止させる
◦ ほかのBluetooth対応機器のない場所に移動する
◦ ほかのワイヤレス通信を停止させたり、周辺機器と
の距離をはなしたりする

◦ Bluetooth対応機器との距離を近づける
※	本製品との通信距離は約10mですが、周辺環境
などによって通信距離が短くなることがあります。

VOX機能の使いかた カスタマイズキーについて

弊社製のBluetoothユニット搭載無線機にあるVOX機能を
有効にすることでVOX運用ができます。
VOX機能の設定のしかたは、弊社製のBluetoothユニット搭
載無線機の取扱説明書をご確認ください。

ペアリング切断時のご注意

電源を切るなどして、ペアリングを切断するときは、Bluetooth
対応機器側のスピーカーから音が出るように切り替わります。
Bluetooth対応機器側の音量ボリュームの上げすぎにご注意
ください。

弊社製のBluetoothユニット搭載無線機では、[再生]ボタン
/[早送り]ボタン/[早戻し]ボタンを
別の機能に割り当てできます。
割り当てのしかたについては、弊社
製のBluetoothユニット搭載無線
機の取扱説明書をご確認ください。

[早送り]ボタン

[再生]ボタン

[早戻し]ボタン

｢2.4｣ ：2.4GHz帯を使用する無線設備
｢FH｣ ：FHSS方式
｢1｣ ：想定干渉距離が10m以下
｢ ｣ ：	全帯域を使用し、かつ移動体識別用の構内無線

局および特定小電力無線局並びにアマチュア
無線局の帯域を回避不可
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本製品から無線機を送信状態にする

携帯電話でのハンズフリー通話をする

Bluetoothユニット搭載無線機を、本製品から送信状態にする方
法を説明します。
あらかじめ、Bluetoothユニット搭載無線機で運用したい周波数
や受信モードなどを設定します。

q  [PTT]ボタンを押しながら話します。
¡ 送信中は、LEDランプが赤色に1回と青色に2回点滅を繰り
返します。

w  [PTT]ボタンから指をはなします。
¡ 受信状態に戻ります。

�ハンズフリー通話のしかたを説明します。

電話をかける

q �携帯電話で発信操作をする。

w��[早送り]ボタンを押す。
¡ハンズフリーで通話ができます。�
¡通話中は、LEDランプが5秒に2回青色に点滅します。�
※�お使いの携帯電話によっては使用できない場合もあります。

e [早送り]ボタンを押す。
¡携帯電話からの通話に戻ります。

LEDランプ

[早送り]ボタン

ご注意
[電源]ボタンを長く押し過ぎると、電源が切れますのでご注意
ください。

電話をうける

着信音が鳴ったら、[電源]ボタンを押す。
¡ ハンズフリーで通話ができます。
¡ 携帯電話がマナーモードのときでもイヤホンから着信音が聞こ
えます。

ご注意
[電源]ボタンを長く押し過ぎると、電源が切れますのでご注意
ください。

電話を切る

[電源]ボタンを押す。

ご参考
無線機側でワンタッチPTT機能を設定している場合、[PTT]
ボタンを押すたびに送信と受信が切り替わります。
また、無線機側でVOX機能を設定している場合は、音声による
ハンズフリー通信が可能です。詳しくは、Bluetoothユニット
搭載無線機の取扱説明書をご覧ください。

マイク部

[PTT]ボタン

　このたびは、本製品をお買い上げいただきまして、まことに
ありがとうございます。
　本製品は、BluetoothⓇに対応したPTTボタン付きペンダン
ト型BluetoothⓇヘッドセットです。
　ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、大切
に保管してください。

Bluetoothユニット搭載無線機とペアリングから接続までする場合

q  電源が切れている状態で、
� �[電源]ボタンを長く（約6秒）
押しつづけます。
¡ 電源が入ると、接続されてい
るイヤホンからメロディー音
が鳴ります。

¡ LEDランプが青色と赤色に
交互点滅し、ペアリングモー
ドに入ります。

w  Bluetoothユニット搭載無線機の操作をする。
¡�Bluetoothユニット搭載無線機のBluetooth機能を有効に
して、本製品とペアリング操作をします。
《例》ID-5100/Dをご使用の場合

� � q 無線機の電源を入れる。
� � w [MENU]をタッチする。
� � e 「Bｌｕｅｔｏｏｔｈ設定」の中にある[Bluetooth]をタッチする。
� � r 「ON」をタッチする。
� � t 「ペアリング/接続」をタッチする。
� � y 「機器検索」をタッチする。
� � u 「ヘッドセット検索」をタッチする。
　¡�本製品の名称（ICOM�BT-002）が無線機に表示されます。

� � i 「ICOM�BT-002」をタッチする。
o [はい]をタッチする。
　¡�接続を開始します。

e  本製品のLEDランプを確認する。
¡接続が成功すると、LEDランプが青色に点滅します。
¡�接続が成功すると、無線機に「（接続中）」が表示されます。

Bluetooth対応携帯電話とペアリングから接続までする場合

q  電源が切れている状態で、[電源]ボタンを長く（約6秒）押しつ
づけます。
¡ 電源が入ると、メロディー音が鳴ります。
¡ LEDランプが青色と赤色に交互点滅し、ペアリングモードに
入ります。

w  携帯電話の操作をする。
¡�携帯電話のBluetooth機能を有効にして、本製品とペアリン
グ操作をします。
　�操作のしかたは、携帯電話の機種によって異なります。ご使
用する機器の取扱説明書をご確認ください。

e  本製品のLEDランプを確認する。
¡接続が成功すると、LEDランプが青色に点滅します。

本製品をBluetooth対応機器と接続する

ペアリング（接続の認証）とは、本製品とBluetooth機器とをお互いに登録し、接続を許可するためのものです。
一度ペアリングしたBluetooth機器とは、それ以降ペアリングする必要はありません。
¡ 無線機や携帯電話などの機種によって表示、操作方法は異なります。必ずご利用されている無線機や携帯電話などの取扱説明書をご確
認ください。

¡�接続したプロファイルによっては、本製品の動作が変わることがあります。
¡ペアリングが失敗した場合は本製品の電源をOFFにし、手順qからやり直してください。

ご注意
複数のBluetooth機器がある場所では、ペアリングしたいBluetooth機器が検索できないことがあります。
このような場合は、必要なBluetooth機器だけになるように、使用しないBluetooth機器の使用を停止、またはほかのBluetooth機器
からはなれるなどしてください。

ご注意
一部の携帯電話の機種によってはペアリングできない場合が
あります。
本製品は、すべてのBluetooth機器の動作を保証するもので
はありません。

オートパワーオフ機能について
Bluetooth機器の電源を切るなど、接続中の機器からの送信が途切れた場合や、電源を入れたあと、ペアリング相手がいない場合は、
約10分後に電源が切れます。
電源が入っている状態で接続していないときは、LEDランプが青色に点滅します。

再度接続する場合
ペアリング情報の削除をしない限り、一度ペアリングした
Bluetooth機器とは、再びペアリング操作をしなくても[電源]
ボタンを長く（約3秒）押すだけで、再接続できます。

以下の場合は、再度ペアリング操作が必要です。
¡�最大ペアリング数（7台）を超えた機器とペアリングすると、
一番接続が古い機器のペアリング情報が自動的に削除され
るため、削除された機器と接続したい場合

¡�対向機器側でペアリング情報が削除された場合
¡初期化操作をした場合

LEDランプ

[電源]ボタン

PINコード（パスキー）の入力を要求された場合は、[0000]（ゼロ4つ）を入力してください。

取扱説明書w

BluetoothⓇヘッドセット

VS-3
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機能一覧表

�本製品の機能とその操作方法とLEDの表示を一覧表にしています。
※�Bluetoothユニット搭載無線機によっては、対応していない機能があります。
対応していない機能については、お使いの無線機の取扱説明書でご確認ください。

Bluetoothユニット搭載無線機と接続する場合

音楽を再生するには、使用する携帯電話などの機器がA2DPプロファイルに対応している必要があります。
�ご使用の携帯電話のプロファイルをご確認ください。
※付属のイヤホンは、オーディオ用ではありません。(オーディオ用には市販のイヤホンなどを、別途お買い求めください。)

Bluetooth対応携帯電話と接続する場合

機能 操作 確認音 LED表示 備考

電源ON [電源]ボタンを約3秒押す メロディー音（上がる） 青色に点滅する

電源OFF [電源]ボタンを約3秒押す メロディー音（下がる） 消灯する

ペアリング 電源OFF時、[電源]ボタンを約6秒押す ピパー
ピロッ

接続待機中�:�赤色と青色で交互に点滅
接続完了�:�3秒間隔で青色2回点滅

携帯電話に切り替える 携帯電話にも接続しながら無線機を使用し
ているとき、電源ボタンを約2秒押す

ピッ 青色に2回点滅する 無線機が受信した場合
は、自動的に無線機に接
続が切り替わります

送信する [PTT]ボタンを押す ― 3秒間隔で赤色1回点滅→青色2回点
滅

音量を上げる [+]ボタンを押す（ペアリング後のみ） ピー（高音）* 青色に2回点滅する *最大音量時に鳴ります

音量を下げる [－]ボタンを押す（ペアリング後のみ） ブー（低音）* 青色に2回点滅する *最小音量時に鳴ります

MIC感度を上げる★1 [PTT]ボタンを押しながら[+]ボタンを押す ピピピッ（感度3） ―

MIC感度を下げる★1 [PTT]ボタンを押しながら[－]ボタンを押す ピッ（感度1） ―

周波数、MR-CH、CALL-
CH、FROM、TOを切り替
える★2

上：[ ]ボタンを押す
下：[ ]ボタンを押す

ピッ 青色に2回点滅する 表示している運用画面
で項目を切り替えます

再生/一時停止★2 [≈ ‘]ボタンを押す ピッ 青色に2回点滅する

早送り★2 [ ]ボタンを押す ピッ 青色に2回点滅する

早戻し★2 [ ]ボタンを押す ピッ 青色に2回点滅する

電源強制終了 [リセット]ボタンを押す ― 消灯する

充電 取扱説明書①表面参照 ― 赤色に点灯

機能 操作 確認音 LED表示 備考

電源ON [電源]ボタンを約3秒押す メロディー音（上がる） 青色に点滅する

電源OFF [電源]ボタンを約3秒押す メロディー音（下がる） 消灯する

ペアリング 電源OFF時、[電源]ボタンを約6秒押す ピパー
ピロッ

接続待機中�:�赤色と青色で交互に点滅
接続完了�:�3秒間隔で青色2回点滅

Bluetoothユニット搭載
無線機に切り替える

[PTT]ボタンを押す ピッ

電話をかける [電源]ボタンを押す

電話をうける [電源]ボタンを押す ― 3秒間隔で青色2回点滅

電話を切る [電源]ボタンを押す

音量を上げる [+]ボタンを押す ピー（高音）* 青色に2回点滅する *最大音量時に鳴ります

音量を下げる [－]ボタンを押す ブー（低音）* 青色に2回点滅する *最小音量時に鳴ります

再生/一時停止 [≈ ‘]ボタンを押す ピッ 青色に2回点滅する

停止 [≈ ‘]ボタンを押す

早送り [ ]ボタンを押す ピッ 青色に2回点滅する

早戻し [ ]ボタンを押す ピッ 青色に2回点滅する

電源強制終了 [リセット]ボタンを押す ― 消灯する

充電 取扱説明書①表面参照 ― 赤色に点灯

※�ペアリング済みのBluetooth搭載無線機と携帯電話の両方に接続している場合、無線機の操作が優先されます。
ただし、無線機を操作しているときに、携帯電話に電話がかかってきた場合などで、[電源]ボタンを押すと、携帯電話の接続に切り替わります。
[PTT]ボタンを押すと無線機の接続に戻ります。

※�Bluetooth搭載無線機から切断されると、「ププッ」という音が鳴ります。
★1　MIC感度は3段階あり、感度3では「ピピピッ」と鳴り、感度2では「ピピッ」と鳴り、感度1では、「ピッ」と鳴ります。
★2　Bluetooth搭載無線機から機能の割り当てを変更できます。

音楽を再生する

音楽を再生/一時停止する

q  携帯電話で再生したい曲を選択する。

w  [再生]ボタンを押す。
¡ 再生中に[再生]ボタンを押すと、一時停止します。
¡ 再生中は、LEDランプが2秒に2回青色に点滅します。

再生を停止する

再生中、または一時停止中に[再生]ボタンを長く（約1秒）押す。
¡ 停止後に[再生]ボタンを押すと、曲のはじめから再生します。

早戻しをする

再生中、または一時停止中に[早戻し]ボタンを長く押す。
¡ 押しつづけているあいだは、曲を早戻しします。

早送りをする

再生中、または一時停止中に[早送り]ボタンを長く押す。
¡ 押しつづけているあいだは、曲を早送りします。

次の曲を再生する

[早送り]ボタンを押す。

1つ前の曲を再生する

停止中に[早戻し]ボタンを押す。
¡ 再生中は、LEDランプが2秒に2回青色に点滅します。

初期化のしかた

静電気などによる外部要因で、本製品の動作に異常があると思わ
れた場合は、いったん電源を切り、数秒後にもう一度電源を入れて
ください。
それでも改善しない場合は、次のように初期化操作をしてくださ
い。工場出荷時の状態に戻ります。

q  本製品の電源が切れているか確認する。
¡電源がONの場合は[電源]ボタンを長く（約3秒）押します。

w  [電源]ボタンを長く（約2秒）押したあと、[電源]ボタンと[VOL](－)
ボタンを同時に長く（約10秒）押す。
¡ LEDランプが紫色に点灯したあと、消灯します。

ご注意
お使いの機種や音楽再生アプリによって動作が変わる場合が
あります。
本製品は、すべてのBluetooth機器の動作を保証するもので
はありません。

電源強制終了のしかた

電源が入っているのに操作しても動作しないときなどは、下記の
操作で強制的に電源をお切りいただき、再度電源を入れるなどし
てみてください。

q [リセット]ボタンをペン先などで押して、強制終了させる

[リセット]ボタン

[VOL](－)ボタン

[電源]ボタン [電源]ボタン

約2秒押したあと 約10秒押す

LEDランプ

LEDランプ

[電源]ボタン

[早送り]ボタン

[再生]ボタン

[早戻し]ボタン
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